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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, 粉体を分散体として使用している工業分野において, その使用目的に応じて活用される界
面化学的な諸性質を物理的, 化学的測定手段を用いてしらべ, その結果を解析して応用に当っての基礎と
なる資料を得ると共に, その研究方法について基礎的に検討した結果をまとめたもので, 5 鼠 20章から
なっている｡
第 1 編は緒論であり, 上記研究の目的をのべ, 本研究に用いた測定法の理論的基礎を明 らか にしてい











(4) 微粉末シリカの比表面積測定には, 低温窒素ガス吸着からの評価のみでは危険で, 表面細孔の有無
および水蒸気吸着と合わせて総合的に評価する必要がある｡
第3編では石英粉末一水系の界面化学を対象としている｡ 粉砕法による石英粉末について, 水蒸気吸着










(5) 石英粉末- 水系の表面熱力学的関数のうちで, 粒度依存性を示すのは吸着のエントロピー項で, 比
表面積の増大とともに減少する｡ これは表面無定形層における原子配列の乱れが, 比表面積の増大ととも
に著るしくなることに基因するものと推定される｡
第 4 編は酸化チタンおよび酸化鉄粉末一水系の界面電気化学を研究したものである｡ すなわちこれらの










エネルギー変化との和であると考えなければならない. さらに後者は水素イオンの吸着 (または離脱) エ
ネルギーと界面電気二重層形成のエネルギ- との和からなると考えられる｡
(4) 金属酸化物が負電荷を持ち, かつ漸閏液の pH が高い場合の漸閏熱を測定する際には, 表面から
離脱した水素イオンと溶液中の水酸化物イオンとの反応に基づく中和熱に対する補正が必要である｡
勢5編では以上各編の研究を総括し結論としている｡

















(3) 吸着のエントロピーは比表面積の増大とともに減少する｡ ことを明らかにしている｡ そして以上の
諸現象についても理論と実験結果とから考察し妥当な解釈がなされている｡
最後に金属酸化物 (酸化チタン, 酸化鉄)- 水系の界面電気化学の研究を通じ,
(1)金属酸化物の荷電サイトは表面水酸基だけではなく, その表面に不純物荷電サイトが存在する｡ し
たがって荷電零点は不純物の影響をうける｡





を明らかにし, その研究方法に対しても新しい知見を得たものであって, 学術上, 工業上寄与するところ
が少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-695-
